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鳥取県危機管理局原子力安全対策課

鳥取県の原子力防災の取組について
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１ 鳥取県に関連する原子力施設について



鳥取県に影響する原子力施設
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原子力施設 所在地 概要

中国電力株式会社

島根原子力発電所
島根県松江市鹿島
町片句654-1

１号機、２号機、３号機

（国研）日本原子力研究開発機構

人形峠環境技術センター
岡山県苫田郡鏡野
町上齋原1550

核燃料物質使用施設
核燃料物質加工施設（R3年1月 加工事業の廃止措置計画認可）

３０km

人形峠環境技術センター

※ウラン探鉱からウラン濃縮という
燃料加工までの開発を実施。現
在、廃止措置実施中。
※施設敷地内で防護措置が必要

となるような事象に備え対応。

島根原子力発電所

５km

島根原子力発電所

PAZ UPZ

UPZ：Urgent Protective Action Planning Zone

「緊急防護措置を準備する区域」
・原発から概ね５ｋｍ～３０ｋｍ圏内

30km圏内（UPZ）の市町村

鳥取県：米子市 約３．６万人（約１．６万世帯）
境港市 約３．３万人（約１．５万世帯）

島根県：松江市、出雲市、安来市、雲南市
〔人口約37.5万人〕

PAZ：Precautionary Action Zone
「予防的防護措置を準備する区域」
・原発から概ね５ｋｍ圏内

島根県松江市 約0.93万人



島根原子力発電所の状況
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区分 １号機 ２号機 ３号機

営 業 運 転 開 始 昭和４９年３月 平成元年２月 未定

状 況
廃止措置中

（平成29年7月28日～）

審査中
原子炉設置変更許可

（令和3年9月15日）

審査中

電 気 出 力 ― 82万KW 137.3万KW

原 子 炉 形 式 沸騰水型（BWR) 沸騰水型(BWR) 改良沸騰水型(ABWR)

燃 料 集 合 体 数 ４００体 ５６０体 ８７２体

制 御 棒 本 数 ９７本 １３７本 ２０５本

安全対策工事完了時期 ― 令和５年度内完了予定 令和６年度上期完了予定

主
な
対
策
状
況

防 波 壁 平成25年9月実施済（海抜15ｍ）※漂流物対策工事中（令和５年度完了予定）

フ ィ ル タ 付 ベ ン ト － 令和５年度内完了予定 令和６年度上期完了予定

緊 急 時 対 策 所 － 令和元年１０月完了 令和６年度上期完了予定
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２ 鳥取県の原子力防災の取組について



原子力災害における対応の流れ（ＵＰＺ）

基準値超過
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77

３０km(ＵＰＺ)

避難経路①
山陰道・国道９号沿い

経路③
中国自動車道沿い

島根原発

避難経路②
米子自動車道・
国道181号沿い

島根原子力発電所で事故が起き、最も厳しい状況であるＵＰＺ３０ｋｍ圏全域に避難指示
が出された場合を想定して避難計画を作成
※事故時には、実際に避難等が必要となる特定の地域を対象として避難等の防護措置を実施

避難元の境港市・米子市から、主に３つの経路により県中部・東部地区へ避難
あらかじめ避難元の地区ごとに避難先施設をマッチング

鳥取県広域住民避難計画（避難先・避難ルート）

避難元 避難先 避難受入数

境港市 鳥取市、岩美町、八頭町 約３．３万人

米子市（一部） 鳥取市、倉吉市、湯梨浜町、三朝町、琴浦町、北栄町 約３．６万人 7



避難退域時検査会場
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１

名和農業者ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞｾﾝﾀｰ

２

３

中山農業者ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞｾﾝﾀｰ

東伯総合公園体育館

４

５ 伯耆町B&G海洋ｾﾝﾀｰ

江府町立総合体育館

倉吉市関金農林漁業者等健康増進施設６

旧那岐小学校

大山PA

７

８

布勢総合運動公園１

２

３

鳥取砂丘コナン空港

倉吉体育文化会館

【避難退域時検査会場】

【避難退域時検査会場（避難所等併設）】

避難経路上に、「避難退域時検査会場」を開設し、避難車両等の検査・簡易除染の実施

併設する避難支援ポイントでは、避難住民に対する総合的な支援（情報提供（ガソリンスタ
ンド、避難所、交通規制等）、食糧、水、トイレ）を実施



避難経路の途中で、車両や住民の表面に基準値以上の放射性物質の付着の有無を検査
検査の順は、①車両検査 → ②住民の検査
基準値以上の放射性物質が見つかった場合は、簡易除染
放射性物質が付いていないことを確認して、避難先に向かう

避難退域時検査の実施
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原子力防災支援基地において、避難退域時検査会場用の資機材を一括管理し、緊急時
には資機材コンテナを検査会場に輸送し、速やかな開設を行う
あらかじめ契約した民間事業者が会場にコンテナ輸送及び資機材展開を行う
コンテナ輸送後の基地は、国・他県等から融通された資機材や支援物資等の受入・集積
拠点として使用する
平時には原子力防災業務関係者に対する研修・訓練場所等に活用する

【避難退域時検査会場】 【原子力防災支援基地】

融通資機材、
支援物資等

【国・他県等】

緊急時輸送・展開
(コンテナ・資機材)

支援物資等
の受入・集積

【広域避難所等】
検査会場資機
材コンテナ保管

≪基地の機能≫

平時の研修・訓練

原子力防災支援基地（後方支援体制の構築）
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①鳥取市松原、②江府町美用



原子力防災支援基地
（鳥取市松原）

中山農業者トレーニングセンター

東伯総合公園名和農業者
トレーニングセンター

原子力防災支援基地（江府町美用）

伯耆町B&G海洋センター

江府町立総合体育館

鳥取基地（２会場分）と江府基地（１会場分）を整備
地震等の複合災害の影響を受けないために、島根原子力発電所から離れた場所に設置
両基地を離れた場所に設置し、自然災害で同時に被害を受ける事態を回避
残りの検査会場の資機材は、国や他道府県からの融通された資機材を使用

鳥取基地 江府基地

位置 鳥取市松原地内（山陰道「吉岡温泉ＩＣ」近接） 江府町大字美用（江府町防災基地近接）

構造面積 鉄骨平屋建 ６９３㎡（31.5ｍ×22ｍ） 鉄骨平屋建 ４５７㎡

収容量
避難退域時検査２会場分の資機材を保管

（10ftコンテナ：１８基）
避難退域時検査１会場分の資機材を保管

（10ftコンテナ：９基）

その他 山陰道、国道９号線の避難退域時検査会場への対応用 ・国道１８１号線沿いの避難退域時検査会場への対応用

備考 令和４年１２月運用開始 整備中（令和５年度内完成予定）

山陰道・国道９号線

国道１８１号線

原子力防災支援基地（複合災害への対応）
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3125 26 27 28 29 3019 20 21 22 23 2413 14 15 16 17 187 8 9 10 11 121 2 3 4 5 6

●住民検査用

１０－００１

●住民検査用

２１－００１

●住民検査用

２２－００１

■車両検査用

３１－００１

■車両検査用

３１－００２

■車両検査用

３２－００１
■車両検査用

３１－００３

■車両検査用

３１－００４

■車両検査用

３２－００３

■車両検査用

３２－００４

●住民検査用

１０－００２

■車両検査用

３２－００２

●住民検査用

２１－００２

●住民検査用

２２－００２

■ゲートモニタ

(1会場分)

４０－００１

■ドラッシュテ

ント(1会場分)

４０－００２

■ゲートモニタ

(1会場分)

４０－００３

■ドラッシュテ

ント(1会場分)

４０－００４

原子力防災支援基地（鳥取基地）
面積６９３㎡（３１．５ｍ×２２ｍ）

１０ｆｔコンテナ（W３ｍ×D２．１ｍ×Ｈ２．１ｍ）×１８基
住民検査・除染用資機材コンテナ ６基
車両検査・除染用資機材コンテナ１２基

避難退域時検査会場：２会場分（９基／会場）

原子力防災支援基地（コンテナのレイアウト）

【コンテナ１８基 レイアウト】 12



○１０ｆｔコンテナ
【サイズ】 Ｗ３０５０×Ｄ２１００×H２１００mm
【重 量】 最大総重量約３トン（自重1.02トン）
【収納物】避難退域時検査・簡易除染用の資機材
【特 徴】
• パッケージ化された資機材をトラック等に積載し迅速に
輸送することが可能

• 会場展開後は、倉庫や要員活動場所等にも利用可能

コンテナ

コンテナ収納資機材

避難退域時検査に必要となる資機材は全てコンテナに収納し、パッケージ化しています。

○大型車両除染システム
• バス等の大型車両に付着した放射性
物質を流水で除染

• 除染で発生する水の飛散を防止する
大型エアテント、プールや高圧洗浄機、
発電機等の必要な資機材を整備

○ドラッシュ型テント
• 原子力災害の発生時に、悪天候時
でも安全かつ確実に避難退域時
検査・除染作業や災害活動支援が
可能

○車両用ゲートモニタ
• 避難車両に基準値以上の放射性物質が
付着していないかを確認する検査を実
施

• ポールとポールの間（ゲート）を速度約
5km/h以下で通過する車両のタイヤに
付着する放射性物質の値を自動で測定

○住民検査用資機材
• 住民検査会場の設置に必要な養
生シート、机・椅子、要員の装備
(ガウン・手袋・帽子等)、放射線測
定器、簡易除染用資機材等を整備

コンテナに各種の資機材を収納し、緊急輸送を可能にしています。

原子力防災支援基地（収納する主な資機材）
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２ 先進情報提供システム（原子力防災アプリ）

あらゆる場面で、住民が必要とする行政情報を直接
発信するツール
• フェーズに応じたきめ細かな情報の発信
• 安心感（いつも繋がっている、情報をいつでも入手）

緊急時には、画面が緊急
時モードに自動切替

鳥取県原子力防災アプリ

※ＵＰＺ内の住民は住所登録により避難所
までの経路等が確認できます。

• マップ（避難経路）
• モニタリングの状況
• 原子力防災ハンドブック
• 渋滞情報
• 県からお知らせ など
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